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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者名

株式会社サンテック
代表取締役社長　中澤　朋博

（２）所在地

神奈川県横須賀市内川１－８－３７

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　中澤　朋博
担当者　　　　　　　海江田　優二
連絡先　電話　０４６－８３４－３１１１
　　　　　　ＦＡＸ　０４６－８３５－２２３５
　　　　　　Ｅ-ｍａｉｌ　santec@santec-japan.com

（４）事業活動の内容

金属プレス加工、溶接加工及び組立

（５）事業の規模

（2024年度）
売上高（百万円） 1,014
量産売上高（百万円） 950
生産数（千個） 3,001
従業員数（人） 44
延床面積（㎡） 5,322

２．対象範囲

（１）認証・登録対象組織

本社・工場

（２）認証・登録対象活動

当社で行う全ての業務
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３．環境管理体制

役職 責任及び権限

代表取締役社長 １、環境管理責任者の任命

２、経営における課題とチャンスの明確化

３、環境方針の制定

４、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備

５、環境経営システムの定期的見直しの実施

６、社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者 １、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

ＥＡ２１事務局 ２、社長への環境経営システムの実施状況報告

３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営

４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施

５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底

６、環境関連文書及び記録の作成、整理

部門責任者 １、環境経営システムの方針、実施計画を自部門で

　　実施、維持、継続的改善

２、環境上の緊急事態への準備及び対応

従業員 １、環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する

従業員 従業員

工場（製造部）

部門責任者

海江田　優二

事務（総務部・管理部

品質管理部）部門責任者

安部　貴治

海江田　優二

代表取締役社長

中澤　朋博

環境管理責任者

中澤　朋博

ＥＡ２１事務局
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４．環境経営方針

基本理念

　当社は、地球環境の保全が人類共通の重要課題であることを認識し環境経営に取り組み、

事業活動のあらゆる面で環境保全に配慮した行動をすることにより、

低炭素社会の実現を目指すとともに、次世代への継承に貢献します。

環境経営方針

１　環境経営システムを効果的に運用して環境保全の向上に努め、

　　システムの継続的改善を図ります。

２　環境関連法規、条例等を遵守し、環境汚染の未然防止に努めるとともに、

　　次の活動に取組み、環境負荷の低減に努めます。

　　（１）電気、軽油等の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。

　　（２）分別を徹底し、廃棄物の削減とリサイクルによる資源化を推進します。

　　（３）適正使用による節水を推進し、総排水量を削減します。

　　（４）化学物質は適正に管理します。

　　（５）環境に配慮した生産活動を推進します。

３　この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境教育を実施して、

　　環境保全意識の向上に努めます。

２０２１年３月１９日制定

２０２１年１１月５日改定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社サンテック　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　中澤　朋博

株式会社サンテック　環境経営方針
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５．（基準年の環境負荷と）環境経営目標

2023年度 2025年度

実績（基準年） 目標 実績 目標

23/4～24/3 1%削減 0.4%増加 2%削減

１．二酸化炭素 CO2総量 434,379 430,035 435,987 425,691

　　排出量の削減 （Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 435.2 430.9 458.9 426.5

①電力使用量 電力使用量 809,268 801,175 664,630 793,083

　の削減 （Kwh）（Kwh/百万円） 810.9 802.8 699.6 794.7

CO2 405,884 401,825 408,083 397,766

（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 406.7 402.6 429.6 398.6

②軽油使用量 軽油使用量 2,654 2,627 2,795 2,601

　の削減 （L）（L/百万円） 2.66 2.63 2.94 2.61

CO2 6,849 6,781 7,210 6,712

（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 6.86 6.79 7.59 6.73

③液化石油ガス 液化石油ガス 2,948 2,919 2,972 2,889

　（LPG）使用量 使用量（Kg）（Kg/百万円） 2.95 2.92 3.13 2.89

　の削減 CO2 8,843 8,755 8,915 8,666

（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 8.86 8.77 9.38 8.68

２．一般廃棄物 一般廃棄物 4,380 4,336 3,720 4,292

　　排出量の削減 排出量（Kg）（Kg/百万円） 4.39 4.34 3.92 4.30

３．産業廃棄物 産業廃棄物 3,570 3,534 2,970 3,499

　　排出量の削減 排出量（Kg）（Kg/百万円） 3.58 3.54 3.13 3.51

４．水使用量 水使用量 2,032 2,012 2,047 1,991

　　の削減 （L）（L/百万円） 2.04 2.02 2.15 2.00

５．工程内不良率 工程内不良率

　　の削減 （ppm）

６．化学物質
　　の適正管理

※排出係数は2023年度4月～12月までは東京ガス：0.373（Kg-CO2）、

   2024年1月～3月まではアストマックス：0.917（Kg-CO2）を使用

   2024年4月からはアストマックス：0.614（Kg-CO2）を使用（環境省・経済産業省公表値）

※工程内不良率（ppm）＝（累積不良数÷累積生産数）×　1,000,000

※二酸化炭素総排出量は電力・軽油・液化石油ガス（LPG）・ガソリン・灯油・液体炭酸で

　 排出された二酸化炭素の合計

※上段を排出量または使用量とし、下段の原単位の分母は各年度の量産売上高とする

　 2023年度：998百万円、2024年度：950百万円

環境目標 項目

仕事量により化学物質の量が変動する為、監視・測定し適正管理する

2024年度

150 149 230 147
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６．環境経営計画の内容

当社の環境保全に向けた具体的な取組の内容を以下に示します。

１．二酸化炭素排出量削減

（１）電気使用量の削減
①使用していない機械や照明を消すことによる電力使用量の抑制
②冷暖房の温度の設定管理とエアコンの清掃
③エアー漏れ箇所の確認と修繕

（２）軽油、並びに液化石油ガス(LPG)使用量等の削減
①燃料効率の良い運転（アイドリングストップ、エコドライブ）
②高率の良い配車計画による車利用
③適正な車両の整備

２．一般廃棄物排出量の削減

①廃棄物の分別の徹底
②コピー用紙の裏紙利用
③段ボールや古紙の再資源化
④従業員の私的なゴミの持ち帰り

３．産業廃棄物排出量の削減

①廃棄物の分別の徹底

４．水使用量の削減

①節水意識の喚起
②節水表示板の設置

５．工程内不良率の削減

①不良品の分析及び工程改善
・新規部品と工程内不良発生ワースト５の監視
・工程内不良の原因特定及び対策改善
・対策改善結果の評価
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７．環境経営計画、環境経営目標の実績、取組結果とその評価

環境目標

1%削減

１．二酸化炭素

　　総排出量の削減 430,035 435,987

　　（Kg-CO2） 430.9 458.9

　　（Kg-CO2/百万円）

①電力使用量 801,175 664,630

　の削減 802.8 699.6

　（Kwh）（Kwh/百万円） 401,825 408,083

　（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 402.6 429.6

②軽油使用量 2,627 2,795

　の削減 2.63 2.94

　（L）（L/百万円） 6,781 7,210

　（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 6.79 7.59

③液化石油ガス（LPG） 2,919 2,972

　使用量の削減 2.92 3.13

　（Kg）（Kg/百万円） 8,755 8,915

　（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 8.77 9.38

２．一般廃棄物

　　排出量の削減 4,336 3,720

　　（Kg） 4.34 3.92

　　（Kg/百万円）

３．産業廃棄物

　　排出量の削減 3,534 2,970

　　（Kg） 3.54 3.13

　　（Kg/百万円）

４．水使用量の削減 2,012 2,047

　　（L）（L/百万円） 2.02 2.15

５．工程内不良率

　　の削減（ppm）

〇：目標達成、×：目標未達

環境活動計画

取組結果とその評価（2024年4月～2025年3月）

実績 達成区分 環境経営計画の取組み評価

×

△

149 230 ×

〇

〇

×

×

×

継続して取組みたい

継続して取組みたい

継続して取組みたい

継続して取組みたい

基準年と比較して今年度は売上
が7％ほど減少したことと、前年度
末に導入した工場内照明のLED
化と省エネコンプレッサーの交換
が寄与して電力使用量は大幅に
減少したが、電力に使用されて
いる排出係数が依然として高く結
果的には目標未達となった。
ただし目標達成には数％と迫っ
ているので取組みを徹底して来
年度は目標を達成したい。
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８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

環境目標

2%削減

１．二酸化炭素

　　排出量の削減 434,379 425,691

　（Kg-CO2） 435.2 426.5

　（Kg-CO2/百万円）

①電力使用量 809,268 793,083

　の削減 810.9 794.7

　（Kwh）（Kwh/百万円） 405,884 397,766

　（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 406.7 398.6

②軽油使用量 2,654 2,601

　の削減 2.66 2.61

　（L）（L/百万円） 6,849 6,712

　（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 6.86 6.73

③液化石油ガス 2,948 2,889

　（LPG）使用量の削減 2.95 2.89

　（Kg）（Kg/百万円） 8,843 8,666

　（Kg-CO2）（Kg-CO2/百万円） 8.86 8.68

２．一般廃棄物

　　排出量の削減 4,380 4,292

　　（Kg） 4.39 4.30

　　（Kg/百万円）

３．産業廃棄物

　　排出量の削減 3,570 3,499

　　（Kg） 3.58 3.51

　　（Kg/百万円）

４．水使用量の削減 2,032 1,991

　（L）（L/百万円） 2.04 2.00

５．工程内不良率

　　の削減（ppm）

※上段を排出量または使用量とし、
   下段の原単位の分母は2023年度量産売上高：998百万円とする

海江田
安部

・節水意識の喚起
・節水表示板の設置
・自動水栓の追加設置

150 147 海江田
・不良品の分析及び改善
・新規部品、ワースト5の監視

安部

・廃棄物の分別の徹底
・コピー用紙の裏紙利用
・段ボールや古紙の再資源化
・従業員の私的なゴミの持ち帰り

海江田 ・廃棄物の分別の徹底

海江田
安部

・使用していない機械や照明を消す
　ことによる電力使用量の抑制
・冷暖房の温度の設定管理とエアコ
　ンの清掃
・エアー漏れ箇所の確認と修繕

海江田

・燃料効率の良い運転（アイドリン
　グストップ、エコドライブ）
・効率の良い配車計画による車利用
・適正な車両の整備

海江田

環境目標

環境経営目標及び環境経営計画（2025年4月～2026年3月）

基準値 担当者 次年度の取組内容
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認
　　及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

承認 確認者

中澤 海江田

適用環境

関連法規等

廃棄物処理法
一般廃棄物の適正処理、産業廃棄物（ビニール
手袋、ポリ袋、廃プラ等）マニュフェストの交付、
産業廃棄物管理票交付状況等報告提出

〇
2025年
3月28日

廃棄物処理法

施行規則

自動車ＮＯｘ・

ＰＭ法

オフロード法 フォークリフトの適合車使用 〇
2025年
3月28日

フロン排出抑制法
第一種特定製品の簡易点検、管理
冷媒用フロンの適正回収、破壊の措置

〇
2025年
3月28日

消防法
少量危険物の貯蔵・取扱いの基準
消防設備の点検・維持管理

〇
2025年
3月28日

神奈川県生活環

境の保全等に関

する条例

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません

〇
2025年
3月28日

適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日

産業廃棄物保管設備の維持管理

使用車両の窒素酸化物、排出基準に適合

プレス機械の設置・変更の許認可

〇
2025年
3月28日

〇
2025年
3月28日
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果

見直し年月日：2025年6月23日

（１）環境方針について

変更の必要はないと思われる

（２）環境目標及び環境活動計画について

売上の減少が作用した面もあるが、工場照明のLED化と

省エネコンプレッサーへの交換が電気使用量削減に大きく寄与した。

しかし目標達成には今一歩届かず、より一層の取組み徹底が求められる。

また軽油とLPGに関しては原単位でも未達となっており

必要があれば新規の活動を追加すること。

（３）実施体制について

変更の必要無し

（４）全体

工程内不良率が高止まりしている。

工程内不良は不良品に用した材料・工数・電気等が無駄となり

管理項目の全体に影響する。

現在実施中の改善を着実に実行し成果を出すこと。

以　上
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